
氏名 藤本寿彦

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① 展望　現代の詩
歌３

共著

② 幸田文「わた
し」であること
へ

単著

③ コレクションモ
ダン都市文化
３１　「帝都」
のガイドブック

編著

① 清水昶 単著

② アンデパンダン
誌「今日の詩」
と一九三〇年代
のポエジイ運動
―百田宗治の再
評価に向けて―

単著

③ 「帝都」のブッ
クガイド

単著

④ 一九三〇年代に
おける女性詩の
表現―左川ちか
を中心に―

単著

翰林書房

ゆまに書房

明治書院平成１９年５月

平成１９年８月

平成２０年１月

明治書院刊『 展望
現代の詩歌』に収録

日本近代文学 館刊
「日本近代文学館年
誌」

ゆまに書房刊『コレ
クションモダン都市
文 学 ３ １ 「 帝
都」のガイド ブッ
ク』に収録。
日本現代詩歌文学館
刊「日本現代詩歌研
究」

平成１９年５月

平成１９年９月

平成２０年１月

平成２０年３月

所属学会

研究課題

日本近代詩研究

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

日本近代文学館図書資料委員　市民講座講演１回（奈良市）

文学部入試委員　センター入試委員　文芸部顧問

（学術論文）

（著書）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称 概　　　　　　　要

平　成　１９　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本近代文学会　日本文学協会　昭和文学会

昭和期の詩、短歌、俳句研究

１９７８年明治大学大学院修士課程文学研究科日本文学専攻修了

文学修士

最終学歴

昭和３０年以降、詩壇で活躍し
ている詩人たちの略歴と代表作
を読解している。

父、露伴の書き手として出発し
た幸田文が、メディアに新しい
セルフイメージを発信しなが
ら、独自の文学世界を確立した
ことを明らかにし、さらに彼女
が書いたテクストの構造を分析
している。
酒井真人『東京盛り場風景』他
２編を収録し、関連年表、解題
を執筆。

左川ちかなどを対象に、前衛詩
の方法やパラダイムを、創造的
な女性性によって批判的に捉え
返した営為を明らかにしてい
る。

全共闘世代の旗手であった清水
昶の代表作を読解している。

詩誌「今日の詩」を対象に、百
田宗治が構想したポエジイ運動
の総体を明らかにしている。

窪川稲子の「レストラン洛陽」
など、盛り場を描いたテクスト
をジェンダー批評によって分析
している。


